
そ
う
た
ん 

く
つ
が
た 

　
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
二
月

二
十
八
日
、
千
利
休
の
弟
子
で
美

濃
の
武
将
・
古
田
織
部
は
、
京
都

伏
見
で
開
い
た
茶
会
で
織
部
茶
碗

を
用
い
て
、
招
い
た
大
名
や
町
人

を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
茶
会
に
招
か
れ
た
博
多
の 

豪
商
・
神
谷
宗
湛
の
日
記
に
、
織 

部
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
作
為
的 

な
ひ
ず
み
の
あ
る
沓
形
茶
碗
の
記 

述
が
あ
り
ま
す
。 

　
泉
町
の
織
部
の
里
公
園
内
に
残 

る
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
（
国
指
定
史 

跡
）
な
ど
で
は
、
こ
の
茶
碗
の
よ 

う
に
作
為
的
に
ひ
ず
ま
せ
た
も
の 

や
、
特
徴
的
な
文
様
・
色
彩
を
持 

つ
器
、
す
な
わ
ち
織
部
が
数
多
く 

出
土
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
出
土
品
の
数
々
は
、
そ 

の
当
時
こ
の
地
が
織
部
の
一
大
産 

地
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語 

っ
て
い
ま
す
。 

　
織
部
は
、
非
対
称
な
器
の
形
に 

代
表
さ
れ
る
斬
新
な
造
形
や
、
緑

釉
な
ど
の
多
彩
な
色
彩
に
加
え
、

当
時
、
南
蛮
と
い
わ
れ
た
西
洋
か

ら
の
文
化
の
影
響
か
、
絵
柄
の
多

種
多
様
さ
も
大
き
な
特
徴
で
す
。 

「
桃
山
の
美
」
を
代
表
す
る
も
の 

の
一
つ
と
し
て
名
を
残
し
た
そ
の 

デ
ザ
イ
ン
の
新
鮮
さ
は
、
現
代
に 

お
い
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り 

ま
せ
ん
。 

　
織
部
は
、
古
田
織
部
が
美
濃
の 

陶
祖
・
加
藤
景
延
を
は
じ
め
と
す 

る
陶
工
た
ち
に
指
導
し
て
焼
か
せ 

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

　
茶
道
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
日 

本
の
文
化
・
芸
術
に
大
き
な
影
響 

を
与
え
た
こ
の
焼
き
物
を
生
み
出 

し
た
美
濃
の
陶
工
た
ち
。 

　
こ
の
焼
き
物
に
注
が
れ
た
創
造 

の
精
神
は
、
今
も
美
濃
焼
主
産
地
・ 

土
岐
の
街
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。 

　
美
濃
焼
を
代
表
す
る
「
織
部
」
は
、
美
濃
桃
山
陶
の
集
大
成
と
い 

わ
れ
、
そ
の
造
形
や
色
彩
・
文
様
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
さ
え
前
衛 

的
で
新
鮮
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
織
部
発
祥
の
地
・
土
岐
市
で
は
、
こ
の
焼
き
物
が
史
実
に
登
場
し

た
二
月
二
十
八
日
を
「
織
部
の
日
」
と
制
定
し
、
毎
年
記
念
行
事
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
美
濃
焼
産
業
の
基
盤
が
築
か
れ
た
時
代
に
思
い

を
は
せ
、
優
れ
た
焼
き
物
を
生
ん
だ
先
人
た
ち
を
た
た
え
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。 

　
ご
家
族
や
友
人
同
士
な
ど
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加 

く
だ
さ
い
。 
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日
　
時
　 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
三
月
二
日
（
日
） 

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
初
日
は
午
前
十
一
時
〜
） 

　
場
　
所
　 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
多
目
的
大
ホ
ー
ル 

　
内
　
容 

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
自
由
奔
放
・
斬
新
な
発
想
で
創
作
さ 

れ
た
作
品
を
は
じ
め
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
織
部
の
心
で 

創
作
し
た
力
作
を
展
示
し
ま
す
。 

  

　
日
　
時 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
三
月
二
日
（
日
） 

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
初
日
は
午
前
十
一
時
〜
） 

　
場
　
所 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
多
目
的
大
ホ
ー
ル 

　
内
　
容 

　
織
部
や
志
野
な
ど
の
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
や
地
元
作
家
の 

陶
芸
作
品
を
展
示
し
、
お
値
打
ち
な
価
格
で
販
売
し
ま
す
。 

  

　
日
　
時
　 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
三
月
二
日
（
日
） 

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
初
日
は
午
前
十
一
時
〜
） 

　
場
　
所 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
多
目
的
大
ホ
ー
ル 

　
内
　
容 

　
陶
芸
作
家
や
著
名
人
の
作
品
、
国
外
の
生
産
品
の
中
か
ら 

織
部
の
心
を
感
じ
る
秀
作
約
四
十
点
を
展
示
し
ま
す
。 

  

　
日
　
時 

二
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

　
場
　
所 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
多
目
的
大
ホ
ー
ル 

　
内
　
容 

　
長
唄
や
琴
の
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
茶
道
家
連
盟
の
皆 

さ
ん
が
た
て
る
お
茶
（
三
百
円
）
を
楽
し
め
ま
す
。 

  

　
日
　
時 

二
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

　
路
　
線 

●
北
回
り
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
↓
土
岐
市
駅
↓
美
濃
陶
磁 

歴
史
館
↓
美
濃
焼
伝
統
産
業
会
館
↓
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

●
南
回
り
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
↓
土
岐
市
駅
↓
ど
ん
ぶ
り 

会
館
・
セ
ラ
テ
ク
ノ
土
岐
↓
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

　
内
　
容 

　
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
全
会
場
を
巡
回
。
ろ
く
ろ
・
絵 

付
け
体
験
（
有
料
）
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

　
期
　
日 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
五
月
十
一
日
（
日
） 

　
場
　
所 

美
濃
陶
磁
歴
史
館 

　
内
　
容 

　
仙
台
城
や
小
田
原
城
な
ど
、
東
日
本
の
城
・
城
下
町
か 

ら
発
見
さ
れ
た
織
部
そ
の
他
の
桃
山
陶
器
を
展
示
し
ま
す
。 

  

　
日
　
時 

三
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
〜 

　
場
　
所 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
大
会
議
室 

　
内
　
容 

　
竹
内
順
一
氏
（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
館
長
）
の
基 

調
講
演
と
、
ク
リ
ス
・
グ
レ
ン
氏
（
Ｚ
Ｉ
Ｐ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
） 

ら
外
国
人
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。 

  

　
日
　
時 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
三
月
二
日
（
日
） 

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
初
日
は
午
前
十
一
時
〜
） 

　
場
　
所 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
　
多
目
的
大
ホ
ー
ル
・
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
内
　
容 

　
市
美
術
作
家
連
盟
会
員
の
作
品
を
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
。
多
目
的
大
ホ
ー
ル
で
は
、
作
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。 

   

　
日
　
時 

三
月
二
日
（
日
） 

午
前
十
時
〜
午
後
七
時
（
点
灯
　
午
後
五
時
〜
） 

　
場
　
所 

土
岐
市
駅
前
　
中
央
小
橋
横
駐
車
場 

　
内
　
容
　 

　
親
子
で
制
作
し
た
陶
製
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
展
示
。
や 

き
も
の
の
町
ら
し
い
玄
関
ア
ー
ト
が
楽
し
め
ま
す
。 

：
 

3


